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平成２５年度上半期放射線管理等報告書 

 

 

                                              ２５京大施環安第  号 

                                                                                      平成  年  月  日 

 

   原 子 力 規 制 委 員 会  殿    

 

 

 

                                  京都府京都市左京区吉田本町 

                                 国立大学法人京都大学  

                     総  長   松  本   紘 

 

 

  核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第６７条第１項及び試験研究の 

用に供する原子炉等の設置、運転等に関する規則第１８条第１項により次のとおり報告し 

ます。 

 

 

工場又は事業所 

名  称 京 都 大 学 原 子 炉 実 験 所 

所 在 地 大阪府泉南郡熊取町朝代西2丁目1010番地 

事務上の連絡先 

名    称 京 都 大 学 原 子 炉 実 験 所 

所 在 地 

大阪府泉南郡熊取町朝代西2丁目1010番地 

電話番号（０７２－４５１－２４００） 

連絡員の氏名 

   中央管理室    釜 江 克 宏 

   所属部課名(原子炉実験所 中央管理室) 
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１．放射性物質の濃度の３月間についての平均値及び最高値          

測 定 の  箇 所 

前半の３月間（平成25年4月～6月） 後半の３月間（平成25年7月～9月） 

平 均 値 最 高 値 平 均 値 最 高 値 

排 

 

気 

 

口 

 

又 

 

は 

 

排 

 

気 

 

監 

 

視 

 

設 

 

備 
 

ＫＵＲスタック 

揮発性物質 
１３１Ｉ <7.0×10－９Bq/cm3 同  左 <7.0×10－９Bq/cm3 7.0×10－９Bq/cm3 

同  上 １３３Ｉ <7.0×10－８Bq/cm3 同  左 <7.0×10－８Bq/cm3 同  左 

同  上 ３Ｈ <4.0×10－５Bq/cm3 同  左 <4.0×10－５Bq/cm3 同  左 

ＫＵＲスタック 

粒子状γ放出核種 ５４Ｍn <4.0×10－９Bq/cm3 同    左 <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 

同  上 ６０Ｃo <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 

同  上 １３７Ｃs <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 

同  上 
その他の 

γ線放出核種 <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 

ＫＵＲｽﾀｯｸ 

全α放射能 全α <4.0×10－１０Bq/cm3 同    左 <4.0×10－１０Bq/cm3 同  左 

ＫＵＲｽﾀｯｸ 

全β放射能 全β <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 

ＫＵＲｽﾀｯｸ ※ 

気体状放出核種 
４１Ａr <3.1×10－３Bq/cm3 3.6×10-3  Bq/cm3 <3.1×10－３Bq/cm3 3.4×10-3 Bq/cm3 

ＫＵＣＡスタック 

揮発性物質 
１３１Ｉ <7.0×10－９Bq/cm3 同  左 <7.0×10－９Bq/cm3 同  左 

同  上 １３３Ｉ <7.0×10－８Bq/cm3 同  左 <7.0×10－８Bq/cm3 同  左 

同  上 ３Ｈ <4.0×10－５Bq/cm3 同  左 <4.0×10－５Bq/cm3 同  左 

ＫＵＣＡスタック 

粒子状γ放出核種 
５４Ｍn <4.0×10－９Bq/cm3 同    左 <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 

同  上 ６０Ｃo <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 

同  上 １３７Ｃs <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 

同  上 

その他の 

γ線放出核種 <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 

KUCAｽﾀｯｸ 

全α放射能 全α <4.0×10－１０Bq/cm3 同    左 <4.0×10－１０Bq/cm3 同  左 

KUCAｽﾀｯｸ 

全β放射能 全β <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 <4.0×10－９Bq/cm3 同  左 

KUCAｽﾀｯｸ 

気体状放出核種 
４１Ａr <1.3×10－2Bq/cm3 同  左 <1.3×10－2Bq/cm3 同  左 

排 

水 

口 

又 

は 

排 

水 

監 

視 

設 

備 

放射性廃棄物処理 

場監視貯留槽 
３Ｈ <2.0×10－１ Bq/cm3 同  左 <2.0×10－１ Bq/cm3 6.9×10-1  Bq/cm3 

同  上 ５１Ｃr <7.0×10－２Bq/cm3 同  左 <7.0×10－２Bq/cm3 同  左 

同  上 ５４Ｍn <1.0×10－２Bq/cm3 同  左 <1.0×10－２Bq/cm3 同  左 

同  上 ５９Ｆe <2.0×10－２Bq/cm3 同  左 <2.0×10－２Bq/cm3 同  左 

同  上 ５８Ｃo <1.0×10－２Bq/cm3 同  左 <1.0×10－２Bq/cm3 同  左 

同  上 ６０Ｃo <1.0×10－２Bq/cm3 同  左 <1.0×10－２Bq/cm3 同  左 

同  上 １３１Ｉ <1.0×10－２Bq/cm3 同  左 <1.0×10－２Bq/cm3 同  左 

同  上 １３４Ｃs <1.0×10－２Bq/cm3 同  左 <1.0×10－２Bq/cm3 同  左 

同  上 １３７Ｃs <1.0×10－２Bq/cm3 同  左 <1.0×10－２Bq/cm3 同  左 

同  上 
その他の 

γ線放出核種
                                                          

同 上 

全α放射能 全α <3.7×10－４Bq/cm3 同  左 <3.7×10－４Bq/cm3 同  左 
同 上※※ 

全βγ放射能 全βγ <1.9×10－３Bq/cm3 同  左 <1.9×10－３Bq/cm3 同  左 
    

※周辺監視区域以遠においては、濃度限度以下であると評価される。その計算方法及び結果は別添１に示す。 

   ※※排水中の全βγ放射能は GM 検出器で測定しており、測定値に 3H は含まれない。 
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２． 放射線業務従事者の１年間の線量分布（４月３０日までに提出すべき報告書に限り記載すること。） 

 

１年間の線量 

              （ｍＳｖ） 

       

５以下 

５を超え 

１５以下 

１５を超え

２０以下 

２０を超え 

２５以下   

２５を超え

５０以下  

５０を超え 

るもの 

 

合 計 

 

放射線業務従事者 

              （人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．女子（妊娠不能と診断された者及び妊娠の意志のない旨を原子炉設置者に書面で申し出た者を除く。）の放射線業 

  務従事者の３月間の線量分布 

 

    ３月間の線量（ｍＳｖ） 

 

 １以下 

 

１を超え 

２以下  

 

 ２を超え 

５以下 

 

 ５を超え 

  るもの 

 

 

      計  

 

  放射線業務 

  従事者数（人） 

前半の３月間 

 （4月～6月） 

 

23 

 

      0 

 

      0    

 

      0 

 

     23 

後半の３月間 

 （7月～9月） 

 

32 

 

      0 

 

      0 

 

      0 

 

     32 

  

 ４．原子炉の運転時間及び熱出力 

     〔原子炉の名称：京都大学研究用原子炉（ＫＵＲ）〕 

                  項  目 

 月  別 

 

    運転時間 （ｈ）  

              熱  出  力  

     平  均  （ｋＷ）       最 大 （ｋＷ） 

 ４  月    ７.５９    ０.０２３    ０.１００ 

 ５ 月   １１.７５ ３７９７.４５１ ５０００.０００ 

 ６ 月 １２７.３８ １９９３.８６９ ５０００.０００ 

 ７ 月 ２１７.１５ １４１６.６７１ ５０００.０００ 

 ８ 月       ０   

 ９ 月 ０   

合   計 ３６３.８７ １６６６．０６０ ５０００.０００ 

 

     〔原子炉の名称：京都大学臨界集合体実験装置（ＫＵＣＡ）〕  

                  項   目 

 月  別  

 

    運転時間 （ｈ） 

             熱  出  力 

      平 均 （ｋＷ）        最   大  （ｋＷ） 

 ４  月 ８５ ０.００１未満 ０.００１ 

 ５ 月  ０   

 ６ 月 ９４ ０.００１未満  ０.００１未満 

 ７ 月 １００ ０.００１未満  ０.００１未満 

 ８ 月 ４４ ０.００１未満 ０.００１ 

 ９ 月 ４５ ０.００１未満  ０.００１未満 

合   計 ３６８ ０.００１未満 ０.００１ 
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別添１ 

 

 

   

                              周辺監視区域以遠における空気中濃度評価方法 

 

 

 

１．放射性気体廃棄物の放出率は、当該の３月間における総放出量をその期間内の総放出時間数で除した値を用いた。 

 

 

 

２．放射性気体廃棄物の大気拡散計算は、「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針」に従った。  

 

 

 

３．放射性気体廃棄物の排気の高さは、ＫＵＲ排気口のスタックの実高長である３５ｍを用いた。 

 

 

 

４．着目地点の平均濃度は風向が１方位内で一様に変動するとして計算した。 

 

 

 

５．当該の３月間についての風向別の風速逆数総和は、放出が行われた時間について求め、３月間の平均濃度算出の基礎的パラメー

タとした。 

 

 

６．大気安定度は、各風向につき、ＫＵＲ排気口のスタックの風下方向の周辺監視区域以遠で空気中濃度が最も大きくなるようなも

のを用いた。 

 

 

７．以上の要領で、スタックからの方位毎に３月間についての平均の空気中濃度を計算した。 

 

 

 

８．周辺監視区域以遠における３月間についての平均濃度は、各方位について計算された濃度の内最大のものを用いた。 

 

 

 

    以上により計算した４１Ａｒ３月間平均濃度は、以下のとおりとなる。 

 

 

              平成２５年  ４月から ６月    4.3×10－8 Bq/cm3 スタックの東南東（290m） 

                                                   

 

       平成２５年  ７月から ９月      8.0×10－8 Bq/cm3 スタックの東北東（260m） 

 

 

           尚、ＫＵＣＡについては、スタック気体状放出核種が検出限界未満であり、算定値はない。 
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